
  梗概


下顎第2大臼歯の埋伏は、隣接する第1大臼歯のう蝕や歯周病など
の合併症を引き起こす引きがねとなりやすいので、矯正歯科治療
の適応症とみなされている。そのほかに考えられる合併症として
は、隣接する第1大臼歯の歯根吸収や、第2大臼歯の歯根が形成さ
れるにしたがい下歯槽神経を圧迫するようになる、といったこと
などが挙げられる。本稿では下顎第2大臼歯の埋伏の重篤度を分類
し、正しい咬合の再構築を行ううえで、臨床的に応用可能な治療法
について、考えてみることにする。本稿で考察の対象とする治療選
択肢を以下に記す。


Limited Edition 

Perspectives on Orthodontics 
- a consulting report 

特別報告 
矯正臨床の展望１ 

埋伏下顎7/7を矯正
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